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嘉
瀬
尚
男
教
育
長
再
任
に

１
／
４
の
議
員
が
不
同
意

山武市議会

嘉
瀬
尚
男
教
育
長
再
任
に

１
／
４
の
議
員
が
不
同
意

　
教
育
委
員
会
会
議
で
議
決
前
の

小
中
学
校
統
廃
合
計
画
案
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
市
内
全
戸
配
布
し
た

問
題
で
、
市
民
団
体
な
ど
か
ら
不

同
意
を
求
め
る
内
容
の
陳
情
が
提

出
さ
れ
て
い
た
嘉
瀬
尚
男
教
育
長

再
任
の
同
意
人
事
が
、
平
成
二
十

八
年
六
月
三
日
、
山
武
市
議
会
本

会
議
に
お
い
て
賛
成
十
六
、
反
対

五
で
可
決
さ
れ
た
。

　
通
常
本
会
議
で
の
審
議
は
省
略

さ
れ
る
人
事
案
件
で
、
質
疑
一
、

反
対
討
論
一
、
賛
成
討
論
一
と
い

う
異
例
の
審
議
と
な
っ
た
。

　
冒
頭
に
八
角
公
二
議
員(

さ
ん
む)

は
「
地
教
行
法
改
正
に
伴
い
権
限

の
強
化
さ
れ
る
教
育
長
の
任
命
に

お
い
て
、
議
会
で
所
信
表
明
を
行

っ
た
上
で
質
疑
を
行
う
な
ど
丁
寧

な
手
続
き
を
行
う
こ
と
を
定
め
た

文
部
科
学
省
の
通
知
に
対
し
て
、

市
長
は
ど
の
様
に
考
え
る
の
か
」

と
質
疑
し
た
。
こ
れ
に
対
し
椎
名

市
長
は
「
嘉
瀬
教
育
長
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
で
十
分
で
あ
る
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　
並
木
幹
男
議
員(

日
本
共
産
党)

は
、
議
決
前
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

全
戸
配
布
し
た
問
題
の
他
、
計
画

案
策
定
過
程
の
問
題
な
ど
を
理
由

と
し
た
反
対
討
論
を
行
い
、
そ
れ

に
対
し
て
長
谷
部
竜
作
議
員
（
公

明
党
）
は
嘉
瀬
教
育
長
の
二
年
間

の
実
績
な
ど
を
強
調
し
た
賛
成
討

論
を
行
っ
た
。

　
教
育
長
任
命
の
同
意
人
事
に
対

し
て
、
実
に
四
分
の
一
の
議
員
が

反
対
に
回
る
の
は
異
常
事
態
と
も

い
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

嘉瀬教育長再任の賛成討論
を行う、公明党長谷部議員
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嘉
瀬
教
育
長
再
任
案

採
決
の
状
況

◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯
議
長

ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
招
致
や
小
中

学
校
統
廃
合
計
画
な
ど
、
今
後
の

山
武
市
の
教
育
行
政
運
営
に
ど
の

様
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た

「
最
も
市
長
寄
り
」
（
議
会
関
係

者
談
）
と
い
わ
れ
て
い
た
最
大
会

派
の
平
成
会
が
、
椎
名
市
長
に
よ

る
任
命
人
事
に
三
対
三
と
真
っ
二

嘉
瀬
教
育
長
、議
会

前
日
に
情
報
操
作
か
？

　
嘉
瀬
尚
男
教
育
長
が
、
東
京
都

生
活
文
化
局
な
ど
が
科
学
的
根
拠

を
否
定
し
て
い
る
「
波
動
水
」
を

教
育
委
員
就
任
後
も
販
売
し
て
い

た
問
題
で
、
議
会
で
の
再
任
人
事

案
採
決
前
日
の
六
月
二
日
、
「
潜

在
意
識
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
協
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
嘉
瀬
氏
が
千

葉
県
で
唯
一
の
「
認
定
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
」
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
〜

〇
九
年
頃
ま
で
同
協
会
の
理
事
長

を
務
め
て
い
た
記
述
が
削
除
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「
波
動
水
」
は
「
人
間
の
あ
る
種

の
情
報
を
水
に
転
写
し
た
も
の
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
公
共
機

関
や
様
々
な
書
籍
に
よ
っ
て
科
学

的
根
拠
の
な
い
「
擬
似
科
学
」
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
数
年
前
に
、
小
学
校
の
道
徳
で

「
水
に
よ
い
言
葉
を
見
せ
る
と
、

き
れ
い
な
結
晶
に
、
悪
い
言
葉
を

見
せ
る
と
汚
い
結
晶
が
で
き
る
」

と
す
る
「
水
か
ら
の
伝
言
」
と
い

う
「
擬
似
科
学
」
本
が
副
教
材
と

し
て
使
用
さ
れ
問
題
と
な
っ
た
。

　
小
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

つ
に
割
れ
る
展
開
と
な
っ
た
こ
と

で
、
今
後
の
山
武
市
政
の
運
営
に

ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
注

視
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

は
教
育
委
員
会
が
選
定
し
、
副
教

材
の
選
定
に
も
監
督
権
限
を
持
つ

が
、
山
武
市
に
お
い
て
教
育
長
が

こ
の
よ
う
な
「
擬
似
科
学
」
の
信

奉
者
で
あ
り
伝
道
者
で
あ
る
こ
と

は
、
小
中
学
生
の
子
を
持
つ
父
兄

に
と
っ
て
大
き
な
不
安
要
素
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
嘉
瀬
教

育
長
が
代
表
を
務
め
て
い
た
山
武

市
埴
谷
に
あ
る
（
有
）
カ
ネ
ス
エ

の
店
舗
に
は
、
現
在
で
も
「
波
動

プ
ラ
ザ
カ
ネ
ス
エ
」
の
看
板
が
掲

示
さ
れ
て
い
る
。

　

嘉瀬氏の自己紹介文（「波動リーディングサロン東京」HPより：現在は閉鎖）

嘉瀬氏が販売していた「波動水」
240ml入り2本￥21,000

発行人：鈴木まさや

さ
ん
む

共
産

８月号

嘉
瀬
教
育
長
、議
会

前
日
に
情
報
操
作
か
？

検 索山武ジャーナル
PC・タブレット・スマホで



山武ジャーナル http://sammu-journal.com/8月号 発行日：平成28年8月1日

あり方検討員会答申

基本方針

基本計画案

×

市
民
向
け
の
説
明

と
異
な
る
実
態

山
武
市
小
中
学
校
統
廃
合
計
画
案

市
民
向
け
の
説
明

と
異
な
る
実
態

　
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
山
武
市

教
育
委
員
会
の
議
決
機
関
と
し
て

法
的
根
拠
の
あ
る
「
教
育
委
員
会

会
議
」
と
は
別
に
、
非
公
開
で
実

施
さ
れ
て
い
る
「
教
育
委
員
会
協

議
会
」
の
会
議
録
を
入
手
し
た
。

　
そ
こ
に
は
、
市
民
に
対
し
て
行

っ
て
い
た
説
明
と
は
全
く
異
な
る

小
中
学
校
統
廃
合
計
画
案
策
定
の

過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　
議
決
前
に
配
布
さ
れ
問
題
と
な

っ
た
基
本
計
画
案
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
は
、

　
山
武
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

の
学
校
規
模
の
適
正
化
と
適
正
配
置

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
と
り
ま
と
め
た
「
山
武
市
立

ど
の
学
校
を
残
す
の
か
。

ど
の
学
校
を
建
て
替
え
る
の
か
。

ど
の
学
校
を
閉
校
に
す
る
の
か
。＝椎名市長案

基本方針策定の裏で進められていた計画案

小
中
学
校
の
規
模
適
正
化
・
適
正
配

置
基
本
方
針
」
【
素
案
】
を
平
成
二

十
七
年
二
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
を
対
象
に
「
意
見

を
聴
く
会
」
の
開
催
、
ま
た
、
各
園

・
小
中
学
校
ご
と
に
「
説
明
会
」
を

開
催
し
、
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七 

年
十
一
月
、
基
本

方
針
を
成
案
と
し
、
保
護
者
及
び

地
域
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
統
合
の
優
先
順

位
や
年
次
計
画
等
、
今
後
の
方
向

性
を
ま
と
め
た
「
山
武
市
立
小
中

学
校
の
規
模
適
正
化
・
適
正
配
置

基
本
計
画
（
案
）
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

と
あ
る
が
、
こ
の
説
明
に
あ
る
平

成
二
十
七
年
十
一
月
に
成
案
と
な

っ
た
「
基
本
方
針
」
で
示
さ
れ
て

い
た
の
は
統
合
す
る
学
校
の
組
み

平成27年
11月25日

平成28年
1月20日

議決

議決

合
わ
せ
の
み
で
、
統
合
後
の
学
校

の
位
置
や
時
期
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
成
東
中

と
成
東
東
中
に
つ
い
て
は
、

・
成
東
中
の
校
舎
建
て
替
え
。

・
成
東
東
中
を
鳴
浜
、
南
郷
、
緑
海

の
統
合
小
学
校
と
し
て
使
用
検
討
。

・
成
東
中
建
て
替
え
時
期
・
場
所
、

学
校
位
置
に
つ
い
て
保
護
者
や
地
域

住
民
な
ど
と
十
分
協
議
。

・
使
わ
れ
な
く
な
る
学
校
施
設
及
び

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
と
十
分
協
議
。

と
あ
る
だ
け
で
、
成
東
中
閉
校
の

方
針
は
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
基
本
方
針
が

成
案
と
な
っ
て
か
ら
僅
か
二
ヶ
月

後
の
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日

に
議
決
さ
れ
た
計
画
案
で
は
、
基

本
方
針
で
「
保
護
者
や
地
域
住
民

と
十
分
に
協
議
す
る
」
と
さ
れ
た

成
東
中
、
蓮
沼
中
な
ど
を
閉
校
と

す
る
内
容
が
唐
突
に
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
「
基
本
方
針
」
と
「
計

画
案
」
の
策
定
が
、
別
々
の
ル
ー

ト
で
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
実
際
に
、
基
本
方
針
が
成
案
と

な
る
一
ヶ
月
前
の
十
月
二
十
一
日

の
教
育
委
員
会
協
議
会
で
は
、
こ

の
計
画
案
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ

具
体
的
な
説
明
が
教
育
総
務
課
長

か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
基
づ

い
て
各
学
校
の
引
っ
越
し
の
計
画

ま
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
椎
名
市
長
が
五
月
十
九
日
の
成

東
中
学
校
で
の
説
明
会
の
際
、
山

武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
対
し
て
「
成
東

中
学
校
の
閉
校
は
教
育
委
員
会
で

は
な
く
私
が
決
め
た
」
と
語
っ
た

通
り
、
教
育
委
員
会
が
市
長
部
局

が
作
っ
た
計
画
を
た
だ
推
進
す
る

だ
け
の
、
形
骸
化
し
た
組
織
と
な

っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。

　
教
育
行
政
は
本
来
市
長
か
ら
一

定
の
独
立
性
が
保
た
れ
る
べ
き
も

の
で
、
そ
の
た
め
の
教
育
委
員
会

制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状

態
で
は
、
そ
の
存
在
価
値
は
す
で

に
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
基
本
方
針
の
素
案
が
示
さ
れ
た

後
に
市
内
各
学
校
で
「
意
見
を
聴

く
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の

結
果
に
対
し
て
非
公
開
の
協
議
会

で
各
委
員
が
ど
の
様
な
発
言
を
し

て
い
た
の
か
、
会
議
録
か
ら
抜
粋

す
る
。

五
木
田
委
員
：
も
う
少
し
統
合
に

賛
成
の
意
見
を
聞
き
た
か
っ
た
。

蓮
沼
で
は
言
え
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
が
、
拍
手
は
印
象
が
良
く
な

い
。
私
は
地
元
で
あ
る
の
で
苦
々

し
く
思
っ
て
い
た
。

Ｔ
委
員
（
前
）
：
私
は
逆
の
こ
と

を
思
っ
た
。
逆
と
い
う
の
は
、
不

登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

教育委員会協議会 会議録

椎
名
市
長
の
意
向

あ
っ
た
。
子
ど
も
は
そ
の
三
年
間

は
ど
う
思
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。

親
は
三
年
間
地
域
（
蓮
沼
）
に
守

ら
れ
て
良
か
っ
た
と
い
っ
て
い
た

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
と
て
も

辛
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
も

し
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
れ
ば
登

校
で
き
た
か
も
と
、
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
は
逆
の
思
い
を
し
た
。

Ｏ
委
員
（
前
）
：
統
合
を
是
と
す

る
人
は
わ
ざ
わ
ざ
土
日
に
も
の
を

言
お
う
と
は
思
わ
な
い
と
思
う
。

反
対
の
人
は
、
一
言
言
お
う
と
来

る
の
だ
と
思
う
。

Ｏ
委
員
（
前
）
：
最
初
に
や
っ
た

中
学
校
区
単
位
の
説
明
会
よ
り
小

学
校
単
位
の
方
が
い
い
。
中
学
校

単
位
だ
と
反
対
の
人
が
多
く
集
ま

っ
て
し
ま
う
。
反
対
の
人
た
ち
の

声
は
大
き
い
。
こ
の
形
が
い
い

小
野
崎
委
員
：
私
は
、
今
、
素
案

を
修
正
す
る
気
は
な
い
。

今
関
委
員
：
基
本
的
な
こ
と
を
聞

い
て
も
い
い
で
す
か
。
素
案
と
成

案
は
ど
う
違
い
ま
す
か
。

今
関
委
員
：
成
東
中
の
人
た
ち
の

考
え
方
的
に
は
、
古
い
ま
ま
我
慢

し
て
そ
こ
に
い
る
か
、
成
東
東
中

に
い
く
か
、
ど
っ
ち
か
。
ど
っ
ち

に
す
る
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
、
極
端
な
話
。

　
山
武
市
の
小
中
学
校
統
廃
合
計

画
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
発
言
が
確
認
で
き
る

協
議
会
会
議
録
は
、
追
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
山
武
ジ
ャ
ー
ナ

ル
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
の
声
は
届
く
の
か
？

協
議
会
で
の
委
員
の
発
言

＊配布は
1月15日

椎
名
千
収
市
長

「成東中学校を一切直さないよう
にしたほうがいいかもしれない。」
＊平成27年12月21日
総合教育会議での発言

総
合
教
育
会
議（
市
長
招
集
）

教
育
委
員
会
協
議
会（
非
公
開
）

市
民
の
声
は
届
く
の
か
？

協
議
会
で
の
委
員
の
発
言

山武市HPより山武市HPより

意
見
を
聴
く
会
は「
基
本
方

針
」に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
。
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